
(57)【要約】

内視鏡的結腸切除のための装置および方法が、本明細書

に記載される。第１および第２の組織接近デバイスを有

する結腸切除デバイス（１０２）は、互いから離れて結

腸鏡（１００）上に取付けられる。結腸切除デバイス（

１０２）の展開の間、結腸の疾患部分は、これらの組織

接近デバイスの間に配置される。組織接近デバイス（１

０４、１０６）は、半径方向に拡張し、その結果、それ

らは、結腸の疾患部分に隣接する２つの部位において結

腸に接触し、そして結腸を把握する。疾患部分は、腹腔

鏡を使用して、網から分離され、横断されるか、または

後の除去のために結腸鏡（１００）へと引き込まれる。

次いで、組織接近デバイス（１０４、１０６）は、結腸

鏡（１００）上で互いに向かって進められて、結腸の２

つの自由端を接近させて一緒に接触させ、ここで、それ

らは、端々吻合を作製するための外科ステープラのよう

な、組織接近デバイスを用いて互いに留められる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
中 空 身 体 器 官 内 の 組 織 を 接 近 さ せ る た め の 内 視 鏡 デ バ イ ス で あ っ て 、 以 下 ：
　 複 数 の 分 節 可 能 な セ グ メ ン ト お よ び 操 縦 可 能 な 遠 位 部 を 有 す る 細 長 本 体 で あ っ て 、 各 セ
グ メ ン ト は 、 該 細 長 本 体 が 、 遠 位 ま た は 近 位 に 進 め ら れ た 場 合 、 任 意 の 経 路 に 沿 っ て 選 択
さ れ た 形 状 を 想 定 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 細 長 本 体 ；
　 該 細 長 本 体 の 周 り に 配 置 さ れ た 第 １ の 組 織 接 近 構 成 要 素 で あ っ て 、 該 第 １ の 構 成 要 素 は
、 半 径 方 向 に 拡 張 し 、 か つ 、 該 第 １ の 構 成 要 素 の 周 り の 円 周 上 に 位 置 す る 複 数 の 組 織 把 握
領 域 に 第 １ の 組 織 領 域 を 接 着 さ せ る よ う に 適 合 さ れ る 、 第 １ の 組 織 接 近 構 成 要 素 ； な ら び
に
　 該 第 １ の 構 成 要 素 の 近 位 の 該 細 長 本 体 の 周 り に 配 置 さ れ た 第 ２ の 組 織 接 近 構 成 要 素 で あ
っ て 、 該 第 ２ の 構 成 要 素 は 、 半 径 方 向 に 拡 張 し 、 か つ 、 該 第 ２ の 構 成 要 素 の 周 り の 円 周 上
に 位 置 す る 複 数 の 組 織 把 握 領 域 に 第 ２ の 組 織 領 域 を 接 着 さ せ る よ う に 適 合 さ れ る 、 第 ２ の
組 織 接 近 構 成 要 素 、
を 備 え 、 こ こ で 、 第 １ の 構 成 要 素 お よ び 第 ２ の 構 成 要 素 は 、 組 織 の 第 ２ の 領 域 に 該 第 １ の
領 域 を 接 近 さ せ 、 か つ し っ か り と 留 め る よ う に 適 合 さ れ る 、 内 視 鏡 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ お よ び 前 記 第 ２ の 組 織 接 近 構 成 要 素 の 各 々 が 、 半 径 方 向 に 拡 張 可 能 な リ ン グ を 備
え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ お よ び 前 記 第 ２ の 組 織 接 近 構 成 要 素 の 各 々 が 、 半 径 方 向 に 拡 張 可 能 な バ ル ー ン を
備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 １ お よ び 前 記 第 ２ の 組 織 接 近 構 成 要 素 の 各 々 上 の 前 記 複 数 の 組 織 把 握 領 域 が 、 減 圧
ポ ー ト を 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 １ お よ び 前 記 第 ２ の 組 織 接 近 構 成 要 素 の 各 々 上 の 前 記 複 数 の 組 織 把 握 領 域 が 、 引 き
込 み 可 能 な フ ァ ス ナ ー を 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 引 き 込 み 可 能 な フ ァ ス ナ ー が 、 針 、 フ ッ ク 、 お よ び と げ か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 、
請 求 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 デ バ イ ス で あ っ て 、 前 記 第 １ の 組 織 接 近 構 成 要 素 は 、 前 記 第 １ の
領 域 が 、 前 記 第 ２ の 組 織 領 域 に 隣 接 す る よ う に 、 前 記 細 長 本 体 に 沿 っ て 規 定 さ れ る レ ー ル
ま た は 溝 に お い て 、 該 細 長 本 体 の 少 な く と も 一 部 に 沿 っ て 前 記 第 ２ の 組 織 接 近 構 成 要 素 に
向 か っ て 長 手 方 向 に ス ラ イ ド す る よ う に 適 合 さ れ る 、 内 視 鏡 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 デ バ イ ス で あ っ て 、 前 記 第 ２ の 組 織 接 近 構 成 要 素 は 、 前 記 第 １ の
領 域 が 、 前 記 第 ２ の 組 織 領 域 に 隣 接 す る よ う に 、 前 記 細 長 本 体 に 沿 っ て 規 定 さ れ る レ ー ル
ま た は 溝 に お い て 、 該 細 長 本 体 の 少 な く と も 一 部 に 沿 っ て 前 記 第 １ の 組 織 接 近 構 成 要 素 に
向 か っ て 長 手 方 向 に ス ラ イ ド す る よ う に 適 合 さ れ る 、 内 視 鏡 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 デ バ イ ス で あ っ て 、 前 記 第 １ お よ び 前 記 第 ２ の 組 織 接 近 構 成 要 素
は 、 各 々 が 、 前 記 細 長 本 体 に 沿 っ て 規 定 さ れ る レ ー ル ま た は 溝 に お い て 、 該 細 長 本 体 の 少
な く と も 一 部 に 沿 っ て 互 い に 向 か っ て 長 手 方 向 に ス ラ イ ド す る よ う に 適 合 さ れ 、 そ れ に よ
り 、 前 記 第 １ の 領 域 が 、 前 記 第 ２ の 組 織 領 域 に 隣 接 す る 、 内 視 鏡 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 第 １ ま た は 前 記 第 ２ の 組 織 接 近 構 成 要 素 が 、 前 記 第 ２ の 組 織 領 域 に 対 し て 前 記 第 １ の
領 域 を 留 め る よ う に 適 合 さ れ た 複 数 の フ ァ ス ナ ー を 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 デ バ
イ ス 。
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【 請 求 項 １ １ 】
前 記 フ ァ ス ナ ー が 、 ス テ ー プ ル 、 ク リ ッ プ 、 ネ ジ 、 接 着 剤 、 縫 合 糸 、 お よ び こ れ ら の 組 み
合 わ せ か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 内 視 鏡 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ２ 】
中 空 身 体 器 官 内 の 組 織 を 内 視 鏡 的 に 接 近 さ せ る 方 法 で あ っ て 、 以 下 ：
　 該 中 空 身 体 器 官 か ら 切 除 さ れ る 組 織 の 一 部 に 隣 接 し て 細 長 本 体 を 配 置 す る 工 程 ；
　 第 １ の 組 織 接 近 構 成 要 素 の 周 り の 円 周 上 に 第 １ の 組 織 領 域 を 解 放 可 能 に 留 め 、 か つ 、 第
２ の 組 織 接 近 構 成 要 素 の 周 り の 円 周 上 に 第 ２ の 組 織 領 域 を 解 放 可 能 に 留 め 、 そ れ に よ り 、
該 切 除 さ れ る 組 織 が 、 該 第 １ お よ び 第 ２ の 組 織 接 近 構 成 要 素 の 間 に 配 置 さ れ る 、 工 程 ；
　 該 第 １ お よ び 第 ２ の 組 織 接 近 構 成 要 素 の 間 か ら 切 除 さ れ る 組 織 を 除 去 す る 工 程 ；
　 該 第 １ お よ び 該 第 ２ の 組 織 接 近 構 成 要 素 を 接 近 さ せ 、 そ れ に よ り 、 該 組 織 の 第 １ お よ び
第 ２ の 領 域 が 、 互 い に 隣 接 す る 、 工 程 ； な ら び に
　 該 第 ２ の 組 織 領 域 に 対 し て 該 第 １ の 組 織 領 域 を 留 め る 工 程 、
を 包 含 す る 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 組 織 の 第 １ お よ び 第 ２ の 領 域 が 、 減 圧 力 に よ っ て そ れ ぞ れ 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 組
織 接 近 構 成 要 素 に 解 放 可 能 に 留 め ら れ る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 組 織 の 第 １ お よ び 第 ２ の 領 域 が 、 複 数 の フ ァ ス ナ ー に よ っ て そ れ ぞ れ 、 前 記 第 １ お よ
び 第 ２ の 組 織 接 近 構 成 要 素 に 解 放 可 能 に 留 め ら れ る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 フ ァ ス ナ ー が 、 引 き 込 み 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 解 放 可 能 に 留 め る 工 程 が 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 組 織
接 近 構 成 要 素 を 半 径 方 向 に 拡 張 し 、 そ れ ぞ れ 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 組 織 領 域 に 接 触 さ せ る
工 程 を 包 含 す る 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 切 除 さ れ る 組 織 を 除 去 す る 工 程 が 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 組 織 接 近 構 成 要 素 の 間 か ら
該 組 織 を 腹 腔 鏡 的 に 切 除 す る 工 程 を 包 含 す る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 組 織 接 近 構 成 要 素 を 接 近 さ せ る 工 程 が 、 前 記 細 長 本 体 に 沿 っ て 互 い
に 向 か っ て 該 第 １ お よ び 第 ２ の 組 織 接 近 構 成 要 素 を 長 手 方 向 に 輸 送 す る 工 程 を 包 含 す る 、
請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 第 ２ の 組 織 領 域 に 対 し て 前 記 第 １ の 組 織 領 域 を 留 め る 工 程 が 、 前 記 第 １ ま た は 前 記 第
２ の 組 織 接 近 構 成 要 素 に よ っ て 、 該 第 ２ の 領 域 に 対 し て 該 第 １ の 領 域 を ス テ ー プ リ ン グ ま
た は 縫 合 す る 工 程 を 包 含 す る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 組 織 接 近 構 成 要 素 の 直 径 を 半 径 方 向 に 減 少 さ せ る 工 程 を さ ら に 包 含
す る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 （ 関 連 出 願 の 引 用 ）
　 本 願 は 、 米 国 仮 特 許 出 願 番 号 ６ ０ ／ ３ ４ ７ ， ６ ７ ４ （ ２ ０ ０ ２ 年 １ 月 ９ 日 出 願 ） の 優 先
権 の 利 益 を 主 張 し 、 そ の 全 体 は 、 本 明 細 書 中 に 参 考 と し て 援 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 （ 発 明 の 分 野 ）
　 本 発 明 は 、 一 般 に 、 手 術 の 方 法 お よ び 装 置 に 関 す る 。 よ り 具 体 的 に は 、 本 発 明 は 、 内 視
鏡 結 腸 切 除 を 実 施 す る た め の 方 法 お よ び 装 置 に 関 す る 。
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【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 （ 発 明 の 背 景 ）
　 内 視 鏡 は 、 口 ま た は 肛 門 を 介 す る 管 腔 の カ ニ ュ ー レ 挿 入 に よ っ て 、 上 方 お よ び 下 方 の 腸
管 （ 食 道 、 胃 お よ び 結 腸 が 挙 げ ら れ る ） の 中 空 器 官 の 、 管 内 を 研 究 す る 。 内 視 鏡 ポ リ ー プ
切 除 術 は 、 現 在 、 粘 膜 下 切 除 術 に 限 定 さ れ て い る 。 内 視 鏡 医 は 、 し ば し ば 、 無 茎 性 ポ リ ー
プ ま た は 病 巣 を 完 全 に は 切 除 す る こ と が で き ず 、 従 っ て 、 患 者 は 、 引 き 続 く 永 続 的 な 手 術
（ す な わ ち 、 腫 瘍 の 基 部 の 切 除 ） に 供 さ れ る 。 内 視 鏡 ポ リ ー プ 切 除 術 は 、 無 茎 塊 を 減 量 す
る た め に 使 用 さ れ 得 る が 、 壁 の 疾 患 を 切 除 し 得 な い 。 無 茎 性 ポ リ ー プ の 不 完 全 な 切 除 は 、
生 検 標 本 を 破 壊 し 得 、 そ し て 病 理 学 者 に 与 え ら れ る 標 本 の 全 体 の 関 係 を 変 更 さ せ 、 こ れ に
よ っ て 、 病 理 学 者 は 、 お そ ら く 、 正 し く な い か ま た は 不 完 全 な 研 究 結 果 を 提 供 す る と い う
結 果 と な る 。 内 視 鏡 医 は ま た 、 通 常 で は な い が 生 命 を 脅 か す 、 手 順 の 合 併 症 （ 例 え ば 、 穿
孔 ） を 治 療 し 得 な い 。 切 除 が 必 要 と さ れ る 他 の 症 例 は 、 浸 潤 性 腫 瘍 、 異 な る 原 因 か ら の 穿
孔 、 炎 症 性 腸 疾 患 、 憩 室 症 な ど で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 疾 患 組 織 を 切 除 す る た め の 外 科 的 ア プ ロ ー チ は 、 大 き い 側 腹 切 開 術 を 行 う こ と に よ っ て
、 ま た は 最 小 侵 襲 性 技 術 （ 例 え ば 、 腹 腔 鏡 下 手 術 ） （ こ こ で は 、 組 織 は 、 小 さ い 切 開 を 通
し て 切 除 お よ び 修 復 さ れ る ） を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 広 く 実 施 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 外 科 医 が 疾 患 組 織 を 切 除 し 、 そ し て 引 き 続 い て 、 残 り の 組 織 を 、 従 来 の 切 開 を 通 し て 、
ま た は 腹 腔 鏡 を 使 用 し て 、 １ つ 以 上 の 比 較 的 小 さ い 切 開 を 作 製 し て 、 吻 合 す る こ と を 可 能
に す る 、 多 数 の 外 科 デ バ イ ス が 存 在 す る 。 さ ら に 、 外 科 医 が 遠 隔 的 に 、 管 腔 構 造 体 （ 例 え
ば 、 腸 ） を 吻 合 す る こ と を 可 能 に す る 、 内 視 鏡 に よ り 補 助 さ れ る ス テ ー プ リ ン グ デ バ イ ス
が 公 知 で あ る 。 そ れ に も か か わ ら ず 、 内 視 鏡 に よ り 補 助 さ れ る 腸 吻 合 は 、 代 表 的 に 、 従 来
の 腹 腔 鏡 切 開 、 ま た は 腹 腔 鏡 の 使 用 を 介 す る 、 管 腔 外 補 助 を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 手 術 の 傾 向 は 、 開 発 に よ っ て 明 ら か で あ る よ う に 、 最 小 侵 襲 性 手 順 （ 腹 腔 鏡 胆 嚢 切 除 術
、 腹 腔 鏡 虫 垂 切 除 術 、 な ら び に 腹 腔 鏡 に よ り 補 助 さ れ る 部 分 的 な 結 腸 切 除 術 お よ び ヘ ル ニ
ア 切 除 術 が 挙 げ ら れ る ） に 向 か っ て い る 。 こ れ ら の 最 小 侵 襲 性 手 順 の 全 て は 、 必 要 な 手 術
手 順 を 実 施 す る た め に 、 腹 腔 鏡 を 腹 壁 を 通 し て 導 入 す る 工 程 、 お よ び 他 の 関 連 す る 開 口 部
を 作 製 し て 、 腹 腔 へ の ア ク セ ス を 得 る 工 程 を 包 含 す る 。 代 表 的 に 、 全 身 麻 酔 法 が 必 要 と さ
れ る 。 内 視 鏡 に よ り 可 能 な 手 順 と し て は 、 ポ リ ー プ 切 除 術 、 粘 膜 下 切 除 術 、 お よ び 焼 灼 術
が 挙 げ ら れ る 。 「 腹 腔 鏡 結 腸 切 除 術 」 の 間 、 今 日 、 切 除 お よ び 吻 合 が 体 外 で 実 施 さ れ る 腹
腔 鏡 切 除 術 に よ っ て 、 結 腸 が そ の 網 か ら 腹 腔 鏡 に よ っ て 分 離 さ れ 、 次 い で 、 結 腸 が 腹 腔 か
ら 外 面 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 腹 腔 鏡 方 法 の 欠 点 と し て は 、 腹 壁 を 横 切 る 必 要 性 、 手 順 の た め の 露 出 の 欠 乏 に 付 随 す る
、 手 術 時 間 の 増 加 、 お よ び お そ ら く 、 手 順 を 実 施 す る 経 過 に お け る 「 開 胸 」 腹 腔 鏡 切 除 術
へ の 転 換 の 必 要 性 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 手 術 に お け る 現 在 の ス テ ー プ リ ン グ 技 術 は 、 大 部 分 が 機 能 的 に 十 分 で あ る が 、 制 限 さ れ
て い る 。 既 存 の デ バ イ ス と し て は 、 Ｇ Ｉ Ａ ス テ ー プ ラ お よ び Ｅ Ｅ Ａ ス テ ー プ ラ が 挙 げ ら れ
、 こ れ ら は そ れ ぞ れ 、 線 状 ま た は 円 形 の 様 式 で 、 組 織 を 横 断 し 、 引 き 続 い て 、 ス テ ー プ ル
で 吻 合 す る た め に 使 用 さ れ 得 る 。 線 状 Ｇ Ｉ Ａ は 、 比 較 的 用 途 が 広 い 。 Ｅ Ｅ Ａ は 、 主 と し て
、 （ 腹 腔 鏡 切 除 術 を 介 し て か ま た は 腹 腔 鏡 に よ り ） 病 巣 が 外 科 的 に 除 去 さ れ た 後 、 ま た は
人 工 肛 門 形 成 術 の 取 り 外 し 手 順 の 間 の 、 下 方 の 結 腸 の 円 形 の 吻 合 に 適 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 Ｅ Ｅ Ａ ス テ ー プ ラ の 剛 性 ポ ス ト は 、 そ の 使 用 を 厳 し く 制 限 し 、 そ し て 開 胸 手 順 が 利 用 さ
れ る こ と を 必 要 と す る 。 操 縦 可 能 な 内 視 鏡 ス テ ー プ ラ は 、 さ ら な る 腸 ア ク セ ス 可 能 性 を 可
能 に す る 際 に 有 用 で あ る ； し か し 、 こ れ は 、 利 用 前 の 経 腹 的 な 外 科 的 露 出 へ の 依 存 を 残 す
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。 腹 腔 鏡 外 科 器 具 は 、 腸 吻 合 の た め に 使 用 さ れ て い る が 、 こ の よ う な 手 順 に お い て 、 腸 は
、 腹 腔 鏡 切 開 を 通 し て 外 面 化 し 、 そ し て 体 外 か 、 ま た は 補 強 さ れ た ス テ ー プ ル で の 側 々 様
式 で 吻 合 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 米 国 特 許 第 ５ ， ８ ６ ８ ， ７ ６ ０ 号 お よ び 同 第 ６ ， ２ ６ ４ ， ０ ８ ６ 号 は 、 管 腔 内 で の 組 織
の 切 除 を 実 施 す る た め 、 特 に 、 患 者 の 結 腸 の 疾 患 部 分 の 除 去 の た め の 方 法 お よ び 装 置 を 記
載 す る 。 こ の 純 粋 に 管 腔 内 の 結 腸 切 除 へ の ア プ ロ ー チ は 、 結 腸 の 外 科 的 吻 合 に 完 全 に は 取
り 組 ま な い 。 周 知 で あ る よ う に 、 結 腸 お よ び 他 の 内 臓 は 、 網 （ 結 腸 へ の 血 液 供 給 を 運 ぶ 、
腹 膜 の 膜 様 の 伸 張 部 ） に よ っ て 、 腹 部 内 で 接 続 お よ び 支 持 さ れ て い る 。 結 腸 の 小 部 分 よ り
大 き い 切 除 は 、 網 か ら の 結 腸 の 可 動 化 、 お よ び 結 腸 の そ の 部 分 に 供 給 す る 血 管 の 切 断 ま た
は 焼 灼 を 必 要 と す る 。 こ の 局 面 は 、 記 載 さ れ る 管 腔 内 ア プ ロ ー チ に よ っ て は 取 り 組 ま れ な
い ； 従 っ て 、 結 腸 の 小 部 分 の み を 切 除 す る た め に 適 切 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 共 有 に 係 る 同 時 係 属 中 の 米 国 特 許 出 願 番 号 ０ ９ ／ ７ ９ ０ ， ２ ０ ４ （ ２ ０ ０ １ 年 ２ 月 ２ ０
日 出 願 ） （ 現 在 、 米 国 特 許 第 ６ ， ４ ６ ８ ， ２ ０ ３ 号 ） ； ０ ９ ／ ９ ６ ９ ， ９ ２ ７ （ ２ ０ ０ １
年 １ ０ 月 ２ 日 出 願 ） ； お よ び １ ０ ／ ２ ２ ９ ， ５ ７ ７ （ ２ ０ ０ ２ 年 ８ 月 ２ ７ 日 出 願 ） は 、 患
者 の 結 腸 へ の 結 腸 鏡 の 迅 速 か つ 安 全 な 挿 入 を 容 易 に す る た め の 、 蛇 行 運 動 を 使 用 す る 操 縦
可 能 な 結 腸 鏡 を 記 載 す る 。 そ こ に 記 載 さ れ る 技 術 は ま た 、 本 発 明 の 方 法 お よ び 装 置 と 組 み
合 わ せ て 使 用 さ れ て 、 内 視 鏡 結 腸 切 除 ま た は 胃 腸 系 の 任 意 の 他 の 部 分 （ 食 道 、 十 二 指 腸 、
空 腸 、 お よ び 回 腸 が 挙 げ ら れ る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い ） 、 ま た は 任 意 の 他 の 管 状 器 官
（ 気 管 な ど ） の 切 除 を 容 易 に し 得 る 。 こ れ ら の 特 許 お よ び 特 許 出 願 、 な ら び に 本 明 細 書 中
で 言 及 さ れ る 全 て の 他 の 特 許 お よ び 特 許 出 願 は 、 そ の 全 体 が 、 本 明 細 書 中 に 参 考 と し て 援
用 さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 （ 発 明 の 要 旨 ）
　 上 記 議 論 と 一 致 し て 、 本 発 明 は 腹 腔 鏡 の ア プ ロ ー チ と 管 腔 内 の ア プ ロ ー チ と の 利 点 を 組
み 合 わ せ る 、 内 視 鏡 結 腸 切 除 術 を 実 施 す る た め の 方 法 お よ び 装 置 の 形 態 を 採 る 。 切 除 さ れ
る べ き 結 腸 の 疾 患 部 分 は 、 腹 腔 鏡 技 術 お よ び ／ ま た は 結 腸 鏡 技 術 の い ず れ か を 使 用 し て 、
あ る い は 別 の 画 像 化 様 式 を 使 用 し て 、 同 定 さ れ る 。 結 腸 鏡 に 取 り 付 け ら れ る 結 腸 切 除 術 デ
バ イ ス は 、 結 腸 の 疾 患 部 分 に 隣 接 す る ２ つ の 部 位 で 、 結 腸 壁 を 把 持 す る 。 腹 腔 鏡 技 術 を 使
用 し て 、 結 腸 の 疾 患 部 分 は 、 網 か ら 分 離 さ れ 、 そ し て そ こ に 供 給 す る 血 管 は 、 切 断 ま た は
焼 灼 さ れ る 。 結 腸 壁 は 、 疾 患 部 分 を 除 去 す る た め に 切 り 離 さ れ 、 そ し て 切 除 さ れ た 組 織 は
、 腹 腔 鏡 を 使 用 し て 除 去 さ れ る か 、 ま た は 結 腸 鏡 の 引 き 抜 き の 際 の 後 の 除 去 の た め に 結 腸
切 除 術 デ バ イ ス 内 に 引 き 込 ま れ る 。 結 腸 切 除 術 デ バ イ ス は 、 結 腸 の ２ つ の 端 部 を 接 近 さ せ
、 そ し て 端 々 吻 合 を 実 施 す る 。 切 除 さ れ た 部 分 が 腫 瘍 で あ る 場 合 、 切 除 の 前 に 、 切 除 さ れ
る べ き セ グ メ ン ト の 縁 部 は 、 ス テ ー プ ル さ れ て 、 そ の 縁 部 を 密 封 し 、 そ し て 健 常 組 織 へ の
悪 性 細 胞 の 流 出 を 防 止 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 方 法 お よ び 装 置 は 、 結 腸 切 除 術 に 対 す る 先 行 技 術 の ア プ ロ ー チ に よ っ て は 実 現
さ れ な い 、 多 数 の 利 点 を 提 供 す る 。 上 記 の よ う に 、 純 粋 に 管 腔 内 に よ る ア プ ロ ー チ は 、 網
か ら の 結 腸 の 分 離 （ こ れ は 、 結 腸 壁 の ほ ん の 小 部 分 よ り 多 く を 切 除 す る 場 合 に 、 必 要 で あ
る ） を 提 供 し な い 。 腹 腔 鏡 技 術 を 結 腸 鏡 に 取 り 付 け た 結 腸 切 除 術 デ バ イ ス に 組 み 合 わ せ る
こ と に よ っ て 、 本 発 明 は 、 先 行 技 術 に お け る こ の 不 利 な 点 を 克 服 し 、 結 腸 切 除 術 に 対 す る
よ り 包 括 的 な ア プ ロ ー チ を 可 能 に す る 。 し か し 、 先 行 技 術 の 腹 腔 鏡 技 術 と は 異 な り 、 結 腸
は 、 疾 患 部 分 の 切 除 ま た は 残 り の 結 腸 の 吻 合 の た め に 外 面 化 さ れ る 必 要 が な い 。 結 腸 鏡 に
取 り 付 け た 結 腸 切 除 術 デ バ イ ス は 、 結 腸 の 端 部 を 接 近 さ せ 、 そ し て 結 腸 の 管 腔 の 内 側 か ら
、 吻 合 を 実 施 す る 。 切 除 さ れ た 組 織 は 、 結 腸 鏡 と と も に 結 腸 の 管 腔 を 通 し て 除 去 さ れ る た
め に 、 結 腸 切 除 術 デ バ イ ス 内 に 引 き 込 ま れ 得 る か 、 ま た は 腹 腔 鏡 に よ っ て 取 り 出 さ れ 得 、
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こ れ は 、 患 者 の 皮 膚 に お け る 非 常 に 小 さ い 切 開 を 通 し て な さ れ 得 る 。 先 行 技 術 の ア プ ロ ー
チ は ま た 、 周 辺 へ の 悪 性 細 胞 の 漏 出 か ら 保 護 し な い 。 こ の 概 念 は 組 織 を そ の 端 部 で ス テ ー
プ ル で 密 封 し て 、 こ の よ う な 漏 出 を 防 止 す る こ と を 可 能 に す る 。 必 要 に 応 じ て 、 こ れ は 、
ア ン ビ ル と し て 働 く 腹 腔 鏡 デ バ イ ス の 補 助 に よ っ て な さ れ る 。 先 行 技 術 の 手 順 と は 異 な り
、 本 発 明 は 、 必 要 に 応 じ て 、 結 腸 ま た は 任 意 の 他 の 切 除 さ れ る 器 官 の 管 腔 内 で 、 ス テ ー プ
リ ン グ の 前 に 膨 張 す る バ ル ー ン を 使 用 し 、 そ し て こ れ に よ っ て 、 吻 合 が 、 縁 部 の 最 良 の 可
能 な 接 近 を 伴 っ て 、 理 想 的 で あ る こ と を 保 証 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に お け る 結 腸 鏡 技 術 の 使 用 は 、 純 粋 に 腹 腔 鏡 に よ る ア プ ロ ー チ に よ っ て は 実 現 さ
れ な い 、 別 の 利 点 を 提 供 す る 。 結 腸 鏡 試 験 は 、 現 在 、 結 腸 の 疾 患 を 同 定 す る た め の 最 も 決
定 的 な 診 断 方 法 で あ る の で 、 腹 腔 鏡 に よ っ て 、 ま た は 直 接 見 る こ と に よ っ て で さ え 、 結 腸
の 外 側 を 通 し て の 病 巣 の 位 置 決 定 は 、 い く ら か 問 題 が あ り 得 る 。 管 腔 内 か ら 、 結 腸 の 疾 患
部 分 を 同 定 お よ び 単 離 す る た め の 、 結 腸 鏡 の 使 用 は 、 結 腸 壁 の 正 確 な 位 置 が 切 除 さ れ る こ
と を 保 証 し 、 そ し て 残 留 す る 疾 患 の な い ク リ ー ン な 手 術 マ ー ジ ン を 、 同 様 に 、 さ ら に 保 証
す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 本 発 明 は 、 米 国 特 許 出 願 番 号 ０ ９ ／ ７ ９ ０ ， ２ ０ ４ （ 現 在
、 米 国 特 許 第 ６ ， ４ ６ ８ ， ２ ０ ３ 号 ） ； ０ ９ ／ ９ ６ ９ ， ９ ２ ７ ； お よ び １ ０ ／ ２ ２ ９ ， ５
７ ７ （ こ れ ら は 、 本 明 細 書 中 に 参 考 と し て 援 用 さ れ る ） に 記 載 さ れ る よ う な 、 操 縦 可 能 な
結 腸 鏡 を 利 用 す る 。 そ こ に 記 載 さ れ る 操 縦 可 能 な 結 腸 鏡 は 、 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 結 腸 切 除
術 を 実 施 す る た め の 、 多 数 の さ ら な る 利 点 を 提 供 す る 。 操 縦 可 能 な 結 腸 鏡 は 、 蛇 行 運 動 を
使 用 し て 、 患 者 の 結 腸 へ の 結 腸 鏡 の 迅 速 か つ 安 全 な 挿 入 を 容 易 に し 、 こ の こ と は 、 内 視 鏡
結 腸 切 除 法 が 、 よ り 迅 速 か つ よ り 安 全 に 実 施 さ れ る こ と を 可 能 に す る 。 し か し 、 こ の こ と
以 外 に 、 操 縦 可 能 な 結 腸 鏡 は 、 患 者 の 結 腸 の 三 次 元 の 数 学 的 モ デ ル ま た は マ ッ プ を 作 成 す
る 能 力 を 有 し 、 そ し て 任 意 の 病 巣 の 位 置 が 、 最 初 の 試 験 の 間 に 同 定 さ れ る 。 Ｃ Ｔ 、 Ｍ Ｒ Ｉ
ま た は 任 意 の 他 の 画 像 化 技 術 に よ る 、 以 前 の 試 験 の 間 に 見 出 さ れ た 病 巣 も ま た 、 結 腸 の 三
次 元 数 学 的 モ デ ル 上 に マ ッ ピ ン グ さ れ 得 る 。 結 腸 の 三 次 元 マ ッ プ を 作 成 す る こ と に よ っ て
、 こ の シ ス テ ム は 、 内 視 鏡 の 各 部 分 が 結 腸 内 の ど こ に あ る か を 知 り 、 そ し て 切 開 お よ び ス
テ ー プ リ ン グ シ ス テ ム の ２ つ の 部 分 を 、 所 望 の 位 置 で 正 確 に 位 置 づ け 得 る 。 手 術 の 間 、 こ
の 情 報 を 使 用 し て 、 内 視 鏡 結 腸 切 除 手 順 を 完 了 す る た め に 結 腸 鏡 に 取 り 付 け ら れ た 結 腸 切
除 術 デ バ イ ス が 使 用 さ れ る 同 定 さ れ た 病 巣 の 位 置 に 、 結 腸 鏡 を 迅 速 か つ 正 確 に 戻 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ 発 明 の 詳 細 な 説 明 ）
　 図 ２ は 、 患 者 の 結 腸 の 管 腔 を 通 し て 挿 入 さ れ た 、 結 腸 切 除 デ バ イ ス １ ０ ２ が 取 り 付 け ら
れ た 操 縦 可 能 な 結 腸 鏡 １ ０ ０ を 示 す 、 切 取 り 図 で あ る 。 上 記 の よ う に 、 同 じ 技 術 は 、 全 て
の 他 の 管 状 形 状 の 器 官 に 対 し て 適 用 さ れ 得 る 。 好 ま し く は 、 操 縦 可 能 な 結 腸 鏡 １ ０ ０ は 、
米 国 特 許 出 願 番 号 ０ ９ ／ ７ ９ ０ ， ２ ０ ４ （ 現 在 、 米 国 特 許 第 ６ ， ４ ６ ８ ， ２ ０ ３ 号 ） ； ０
９ ／ ９ ６ ９ ， ９ ２ ７ ； お よ び １ ０ ／ ２ ２ ９ ， ５ ７ ７ に 記 載 さ れ る よ う に 構 築 さ れ 、 蛇 行 運
動 で 動 く よ う に 制 御 さ れ る 、 複 数 の 分 節 し た セ グ メ ン ト を 備 え 、 こ れ は 、 結 腸 壁 に 付 与 さ
れ る 接 触 お よ び 応 力 を 最 小 に し て 、 結 腸 鏡 の 挿 入 お よ び 引 き 抜 き を 容 易 に す る 。 さ ら に 、
操 縦 可 能 な 結 腸 鏡 １ ０ ０ の 制 御 シ ス テ ム は 、 操 作 者 の 制 御 下 で 管 腔 を 通 っ て 前 進 す る 際 に
、 結 腸 の 三 次 元 数 学 モ デ ル ま た は マ ッ プ を 構 築 す る 能 力 を 有 す る 。 結 腸 の 三 次 元 数 学 モ デ
ル な ら び に 最 初 の 結 腸 鏡 試 験 の 経 過 に お い て 同 定 さ れ た 任 意 の 病 巣 の 位 置 お よ び 性 質 は 、
格 納 さ れ 得 、 そ し て 内 視 鏡 結 腸 切 除 手 順 を 実 施 す る 際 に 使 用 さ れ 得 る 。 代 替 の 実 施 形 態 に
お い て 、 本 発 明 の 結 腸 切 除 デ バ イ ス １ ０ ２ は 、 異 な る 設 計 お よ び 構 築 の 結 腸 鏡 に 取 り 付 け
ら れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 結 腸 切 除 デ バ イ ス １ ０ ２ は 、 操 縦 可 能 な 結 腸 鏡 １ ０ ０ に 、 永 久 的 に か ま た は 取 り 外 し 可
能 に 取 り 付 け ら れ る 。 結 腸 切 除 デ バ イ ス １ ０ ２ は 、 遠 位 構 成 要 素 １ ０ ４ お よ び 近 位 構 成 要
素 １ ０ ６ を 有 す る 。 遠 位 構 成 要 素 １ ０ ４ お よ び 近 位 構 成 要 素 １ ０ ６ の 各 々 は 、 拡 張 可 能 部
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材 １ ０ ８ 、 お よ び 結 腸 の 壁 を 把 握 す る た め の 把 握 機 構 １ １ ０ を 有 す る 。 拡 張 可 能 機 構 １ ０
８ は 、 膨 張 可 能 な バ ル ー ン ま た は 機 械 的 に 拡 張 可 能 な 機 構 で あ り 得 る 。 把 握 機 構 １ １ ０ は
、 円 周 上 に 配 置 さ れ た 複 数 の ポ ー ト を 備 え 得 、 こ れ ら の ポ ー ト に お い て 、 付 着 点 １ １ ２ （
例 え ば 、 針 、 フ ッ ク 、 と げ な ど ） が 、 拡 張 可 能 部 材 １ ０ ８ の 外 側 表 面 の 周 り に 、 引 き 込 み
可 能 に 配 置 さ れ 得 る 。 あ る い は 、 把 握 機 構 １ １ ０ は 、 遠 位 構 成 要 素 １ ０ ４ お よ び ／ ま た は
近 位 構 成 要 素 １ ０ ６ の 周 り で 円 周 上 に 配 置 さ れ た 複 数 の ポ ー ト 、 あ る い は 他 の 公 知 の 把 握
機 構 を 通 し て 、 減 圧 把 握 器 を 利 用 し 得 る 。 減 圧 把 握 器 の 場 合 、 把 握 機 構 １ １ ０ は 、 ポ ー ト
を 通 し 、 そ し て 結 腸 鏡 １ ０ ０ を 通 し て 、 結 腸 鏡 １ ０ ０ の 近 位 端 と 、 減 圧 ポ ン プ （ 図 示 せ ず
） と 流 体 連 絡 す る 。 遠 位 構 成 要 素 １ ０ ４ お よ び 近 位 構 成 要 素 １ ０ ６ の 、 少 な く と も 一 方 、
そ し て 必 要 に 応 じ て 両 方 は 、 操 縦 可 能 な 結 腸 鏡 １ ０ ０ の 本 体 に 対 し て 、 長 手 方 向 に 移 動 可
能 で あ る 。 レ ー ル 、 溝 な ど １ １ ４ が 、 遠 位 構 成 要 素 １ ０ ４ お よ び 近 位 構 成 要 素 １ ０ ６ の 長
手 方 向 移 動 を 案 内 す る た め に 、 操 縦 可 能 な 内 視 鏡 １ ０ ０ の 本 体 に 提 供 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 、 結 腸 切 除 デ バ イ ス １ ０ ２ は 、 外 科 ス テ ー プ ラ １ １ ６ ま た は 他 の 吻 合 機 構 を 備 え
る 。 外 科 ス テ ー プ ラ １ １ ６ は 、 遠 位 構 成 要 素 １ ０ ４ ま た は 近 位 構 成 要 素 １ ０ ６ の い ず れ か
に 備 え ら れ 、 そ し て ス テ ー プ ラ ア ン ビ ル １ １ ８ は 、 こ れ ら の 構 成 要 素 の 他 方 に 備 え ら れ る
。 外 科 ス テ ー プ ラ １ １ ６ は 、 組 織 内 に ス テ ー プ ル を 作 動 さ せ る よ う に 適 合 さ れ た 、 多 数 の
従 来 の ス テ ー プ リ ン グ デ バ イ ス と 同 様 に 構 成 さ れ 得 る 。 別 の 選 択 肢 は 、 縁 部 を ス テ ー プ リ
ン グ お よ び 密 封 す る た め に 、 両 方 の 構 成 要 素 に 、 ス テ ー プ ラ お よ び ア ン ビ ル が 存 在 す る こ
と で あ る 。 必 要 に 応 じ て 、 結 腸 切 除 デ バ イ ス １ ０ ２ は 、 結 腸 壁 を 切 り 離 す た め の 、 切 断 デ
バ イ ス お よ び ／ ま た は 電 気 焼 灼 装 置 お よ び ／ ま た は レ ー ザ ー デ バ イ ス を 備 え 得 る 。 必 要 に
応 じ て 、 結 腸 切 除 デ バ イ ス １ ０ ２ は ま た 、 操 縦 可 能 な 結 腸 鏡 １ ０ ０ と と も に 後 に 除 去 す る
た め に 、 切 除 さ れ た 組 織 を 結 腸 切 除 デ バ イ ス １ ０ ２ 内 に 引 き 込 む た め の 、 減 圧 機 構 な ど を
備 え 得 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ は 、 遠 位 構 成 要 素 １ ０ ４ お よ び 近 位 構 成 要 素 １ ０ ６ の 拡 張 可 能 部 材 １ ０ ８ が 、 患 者
の 結 腸 の 管 腔 を 通 る 容 易 な 通 過 の た め に 、 引 き 込 ま れ た か ま た は 収 縮 さ れ た 状 態 に あ る 、
操 縦 可 能 な 結 腸 鏡 １ ０ ０ を 示 す 。 操 縦 可 能 な 結 腸 鏡 １ ０ ０ の 制 御 シ ス テ ム は 、 結 腸 鏡 が 結
腸 内 を 前 進 す る に つ れ て 、 結 腸 鏡 １ ０ ０ の 各 セ グ メ ン ト の 位 置 を モ ニ タ リ ン グ し 、 そ し て
操 作 者 に 、 結 腸 切 除 デ バ イ ス １ ０ ２ の 遠 位 構 成 要 素 １ ０ ４ お よ び 近 位 構 成 要 素 １ ０ ６ を 備
え る セ グ メ ン ト が い つ 、 結 腸 中 の 先 に 検 出 さ れ た 病 巣 に 対 し て 正 し く 配 置 さ れ た か の 信 号
を 送 り 得 る 。 あ る い は 、 操 縦 可 能 な 結 腸 鏡 １ ０ ０ の 制 御 シ ス テ ム は 、 結 腸 の 管 腔 を 通 し て
自 動 的 に 結 腸 鏡 １ ０ ０ を 前 進 さ せ 、 そ し て 結 腸 切 除 デ バ イ ス １ ０ ２ の 遠 位 構 成 要 素 １ ０ ４
お よ び 近 位 構 成 要 素 １ ０ ６ が 、 そ の 結 腸 に お け る 病 巣 に 対 し て 正 し く 配 置 さ れ た ら 停 止 す
る よ う に 、 プ ロ グ ラ ム さ れ 得 る 。 あ る い は 、 制 御 シ ス テ ム は 、 結 腸 鏡 が 結 腸 に 挿 入 さ れ た
後 に 、 所 望 の 位 置 に 、 ２ つ の 構 成 要 素 を 自 動 的 に 案 内 お よ び 送 達 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ は 、 結 腸 の 管 腔 内 で 拡 張 し 、 そ の 結 果 、 把 握 機 構 １ １ ０ が 結 腸 の 壁 を 把 握 し て い る
、 結 腸 鏡 に 取 り 付 け ら れ た 結 腸 切 除 デ バ イ ス １ ０ ２ の 遠 位 構 成 要 素 １ ０ ４ お よ び 近 位 構 成
要 素 １ ０ ６ の 拡 張 可 能 部 材 １ ０ ８ を 示 す 、 切 取 り 図 で あ る 。 遠 位 構 成 要 素 １ ０ ４ お よ び 近
位 構 成 要 素 １ ０ ６ は 、 任 意 の 数 の 拡 張 デ バ イ ス に よ っ て 拡 張 さ れ 得 る 。 例 え ば 、 こ れ ら は
、 ス ポ ー ク 様 の 支 持 構 造 体 上 で 半 径 方 向 に 拡 張 し 得 る か 、 ま た は こ れ ら は 、 所 望 の 拡 張 直
径 が 達 成 さ れ る ま で 、 回 転 運 動 で 半 径 方 向 に 拡 張 す る よ う に 構 成 さ れ 得 る 。 こ の 時 点 で 、
結 腸 の 疾 患 部 分 が 、 結 腸 鏡 に 取 り 付 け ら れ た 結 腸 切 除 デ バ イ ス １ ０ ２ に よ っ て 同 定 お よ び
単 離 さ れ 、 こ の 疾 患 部 分 は 、 網 か ら 分 離 さ れ 、 そ し て そ こ に 供 給 す る 血 管 が 、 腹 腔 鏡 技 術
を 使 用 し て 、 切 断 お よ び ／ ま た は 焼 灼 さ れ る 。 図 １ は 、 腹 腔 鏡 技 術 を 使 用 し て 、 患 者 の 腹
部 の 小 さ い 切 開 を 通 し て 、 網 か ら 分 離 さ れ て い る 結 腸 の 疾 患 部 分 を 示 す 、 想 像 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 結 腸 の 疾 患 部 分 は 、 疾 患 部 分 の 近 位 端 お よ び 遠 位 端 で 、 結 腸 を 切 り 離 す こ と に よ
っ て 、 切 除 さ れ る 。 結 腸 は 、 腹 腔 鏡 技 術 を 使 用 し て 、 ま た は 結 腸 切 除 デ バ イ ス １ ０ ２ に 取
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り 付 け ら れ た 切 断 機 構 お よ び ／ も し く は 電 気 焼 灼 デ バ イ ス を 使 用 し て 、 切 り 離 さ れ 得 る 。
切 除 さ れ た 組 織 は 、 腹 腔 鏡 を 使 用 し て 除 去 さ れ る か 、 ま た は 操 縦 可 能 な 結 腸 鏡 １ ０ ０ の 引
き 抜 き の 際 に 後 に 除 去 さ れ る た め に 、 結 腸 切 除 デ バ イ ス １ ０ ２ 内 に 引 き 込 ま れ る 。 図 ４ は
、 疾 患 部 分 が 、 結 腸 鏡 に 取 り 付 け ら れ た 結 腸 切 除 デ バ イ ス １ ０ ２ を 用 い て 切 除 お よ び 除 去
さ れ た 後 の 、 結 腸 の 切 り 離 さ れ た 端 部 を 接 近 さ せ る た め の 位 置 に あ る 結 腸 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 結 腸 の 残 り の 部 分 は 、 遠 位 構 成 要 素 １ ０ ４ お よ び ／ ま た は 近 位 構 成 要 素 １ ０ ６ を 、 矢 印
に よ っ て 示 さ れ る よ う に 、 操 縦 可 能 な １ ０ ０ の 本 体 に 対 し て 長 手 方 向 に 移 動 さ せ る こ と に
よ っ て 、 互 い に 接 近 さ れ る 。 必 要 に 応 じ て 、 近 位 構 成 要 素 １ ０ ６ は 、 遠 位 構 成 要 素 １ ０ ４
に 向 か っ て 長 手 方 向 に 併 進 さ れ 得 る か 、 ま た は 両 方 の 構 成 要 素 １ ０ ４ 、 １ ０ ６ が 、 互 い に
向 か っ て 同 時 に 接 近 さ れ 得 る 。 結 腸 の 端 部 は 、 結 腸 切 除 デ バ イ ス １ ０ ２ 上 の 外 科 ス テ ー プ
ラ １ １ ６ お よ び ス テ ー プ ラ ア ン ビ ル １ １ ８ を 使 用 し て 、 互 い に ス テ ー プ ル さ れ て 、 端 々 吻
合 １ ２ ０ を 作 製 す る 。 一 旦 、 組 織 の 端 部 が 接 近 さ れ る と 、 ス テ ー プ ル ま た は 他 の 固 定 デ バ
イ ス （ 例 え ば 、 ク リ ッ プ 、 ネ ジ 、 接 着 剤 、 縫 合 糸 お よ び こ れ ら の 組 み 合 わ せ な ど ） が 、 外
科 ス テ ー プ ラ １ １ ６ を 通 し て 作 動 さ れ 、 そ の 結 果 、 こ れ ら が 組 織 の 両 端 部 を 、 ス テ ー プ ラ
ア ン ビ ル １ １ ８ に 対 し て 穿 孔 す る 。 図 ５ は 、 端 々 吻 合 １ ２ ０ を 実 施 し て 、 内 視 鏡 結 腸 切 除
手 順 を 完 了 す る 、 結 腸 鏡 に 取 り 付 け ら れ た 結 腸 切 除 デ バ イ ス を 示 す 。 一 旦 、 吻 合 １ ２ ０ が
完 了 す る と 、 遠 位 構 成 要 素 １ ０ ４ お よ び 近 位 構 成 要 素 １ ０ ６ の 拡 張 可 能 部 材 １ ０ ８ は 収 縮
さ れ る か ま た は 引 き 込 ま れ 、 そ し て 操 縦 可 能 な 結 腸 鏡 １ ０ ０ お よ び 結 腸 切 除 デ バ イ ス １ ０
２ は 、 患 者 の 身 体 か ら 引 き 抜 か れ る 。 拡 張 し た 部 材 は 、 非 常 に 正 確 な 端 々 吻 合 を 保 証 し 、
そ し て ２ つ の 端 部 の 不 正 確 な 接 近 の 結 果 と し て 起 こ り 得 る 、 狭 窄 を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 結 腸 鏡 に 取 り 付 け ら れ た 結 腸 切 除 デ バ イ ス １ ０ ２ を 使 用 す る 代 替 の 方 法 に お い て 、 結 腸
の 疾 患 部 分 は 、 疾 患 部 分 の 端 部 が 接 近 さ れ 、 そ し て 吻 合 さ れ た 後 に 、 結 腸 切 除 デ バ イ ス １
０ ２ 内 で 、 切 断 デ バ イ ス を 使 用 し て 切 除 さ れ 得 る 。 切 除 さ れ た 組 織 は 、 結 腸 切 除 デ バ イ ス
１ ０ ２ 内 に 引 き 込 ま れ 、 そ し て 操 縦 可 能 な 結 腸 鏡 １ ０ ０ が 患 者 か ら 引 き 抜 か れ る 際 に 、 除
去 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 別 の 代 替 の 方 法 に お い て 、 結 腸 切 除 手 順 は 、 結 腸 鏡 に 取 り 付 け ら れ た 結 腸 切 除 デ バ イ ス
１ ０ ２ を 使 用 し て 、 腹 腔 鏡 の 補 助 な し で 、 完 全 に 管 腔 内 ア プ ロ ー チ か ら 実 施 さ れ 得 る 。 こ
の 方 法 は 、 結 腸 の 小 部 分 を 切 除 す る た め に 、 特 に 有 利 で あ る （ こ の 場 合 、 首 尾 よ い 接 近 お
よ び 吻 合 を 達 成 す る た め に 、 結 腸 の 延 長 部 分 が 網 か ら 可 動 化 さ れ る 必 要 は な く て も よ い ）
。 操 縦 可 能 な 結 腸 鏡 １ ０ ２ の 三 次 元 マ ッ ピ ン グ 能 力 は 、 腹 腔 鏡 の 補 助 な し で 、 以 前 に 同 定
さ れ た 病 巣 の 位 置 を 決 定 す る た め に 、 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 は 、 本 明 細 書 中 で 、 例 示 的 な 実 施 形 態 お よ び 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態
に 関 し て 記 載 さ れ た が 、 多 く の 改 変 、 改 善 、 な ら び に 種 々 の 実 施 形 態 、 改 良 お よ び バ リ エ
ー シ ョ ン の 部 分 組 み 合 わ せ が 、 本 発 明 の 精 神 お よ び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 本 発 明 に
対 し て な さ れ 得 る こ と が 、 当 業 者 に 明 ら か で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 患 者 の 腹 腔 に お い て 、 小 さ い 切 開 を 通 し て 、 腹 腔 鏡 技 術 を 使 用 し て 、 網
か ら 分 離 さ れ る 結 腸 の 疾 患 部 分 を 示 す 、 想 像 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 患 者 の 結 腸 の 管 腔 を 通 し て 挿 入 さ れ る 結 腸 切 除 術 デ バ イ ス が 取 り 付 け ら
れ た 操 縦 得 可 能 な 結 腸 鏡 を 示 す 、 切 取 り 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 結 腸 の 管 腔 内 で 拡 張 さ れ た 、 結 腸 鏡 に 取 り 付 け た 結 腸 切 除 術 デ バ イ ス の
把 握 機 構 を 示 す 、 切 取 り 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 疾 患 部 分 が 、 結 腸 鏡 に 取 り 付 け た 結 腸 切 除 術 デ バ イ ス を 用 い て 切 除 お よ
び 除 去 さ れ た 後 の 、 結 腸 の 切 り 離 さ れ た 端 部 を 接 近 さ せ る た め の 位 置 に あ る 結 腸 を 示 す 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 内 視 鏡 結 腸 切 除 手 順 を 完 了 す る た め に 、 端 々 吻 合 を 実 施 し て い る 、 結 腸
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鏡 に 取 り 付 け た 結 腸 切 除 術 デ バ イ ス を 示 す 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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